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スマートフォン・タブレットから
過去のとっとり市議会だよりを
ご覧いただけます。

（鳥取市　岩田　慶昭さん提供）幽玄な夕べ

表紙作品を募集しています。
次回号は令和２年３月１日発刊を予定しています。
詳しくは、鳥取市議会ホームページもしくは、
下記の連絡先までお問い合わせください。

議会に関するご意見・お問い合わせ
鳥取市議会事務局 〒680－8571　鳥取市幸町71番地 ）7580（TEL 22－8111 (代)

（0857）32－2170E-mail:gikai@city.tottori.lg.jp

とっとり
市議会
だより

FAX

　９月定例会のあらまし
　９月定例会を９月２日から10月４日までの33日間
にわたって開催しました。本定例会では、市長から
平成30年度鳥取市歳入歳出各会計決算認定について
など26議案・人事案件７件・報告承認１件が提出さ
れ、27議案は全会一致、７議案は賛成多数で原案の
とおり可決・認定・承認・同意しました。
　また、委員会提出議案１件、議員提出議案３件が
提出され、４議案すべてが全会一致で原案のとおり
可決しました。
　なお、一般質問には、26人の議員が登壇し、活発
な議論が展開されました。
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平成30年度決算　

明るい未来への飛躍“中核市元年”を目指　した平成30年度の決算を認定しました　

平成30年度各会計の決算状況
会計名 歳　入 対前年度比 歳　出 対前年度比

一般会計 1007億9364万円 ▲2.0% 982億6738万円 ▲2.5%
特別会計（16会計） 407億2445万円 ▲5.8% 395億9891万円 ▲4.8%
企業会計（４会計） 291億1815万円 3.2% 337億3998万円 2.7%

合計 1706億3624万円 ▲2.1% 1716億0627万円 2.0%

決算審査特別委員会採決の様子

一般会計（歳入1007億9364万円、
歳出982億6738万円）、特別会計、企業
会計の決算を認定
　市議会は、市政が正しく運営されているかをチェックする役割や、
市民の声を反映させて政策を提案する役割を担っています。
　９月定例会では、決算審査特別委員会（議会選出の監査委員を除く
全議員で構成）を設置し、平成 30 年度予算が正しく使われたかどう

か詳細な審査を行いました。（P３）
　10 月４日に委員長が審査結果を報
告し、本会議において、３議案を全
会一致、２議案を賛成多数で原案の
とおり認定しました。

歳入 1007億9364万円 一般会計の内訳 歳出 982億6738万円

歳入

市民税
固定資産税など
237億3754万円

(23.6%)
保育園や健診
などの負担金
10億4542万円

(1.0%)

住民票証明手数料、
施設使用料など
14億0915万円

(1.4%)

貸付金収入など
149億3206万円

(14.9%)

地方交付税
231億3458万円

(22.9%)

国や県からの
補助金など

190億6470万円
(18.9%)

市の借金
126億6297万円

(12.5%)

譲与税交付金など
48億0722万円

(4.8%)

自主
財源
(40.9%)

依存
財源
(59.1%)

歳出

人件費
職員給、退職手当など
125億7841万円

(12.8%)

公債費
借金の返済

96億2472万円
(9.8%)

扶助費
児童手当や医療費補助など
189億8942万円

(19.3%)

義務的
経費
(41.9%)

普通建設事業費
道路や市営住宅の整備など
108億0851万円

(11.0%)

投資的
経費
(12.1%)物件費

光熱水費、印刷代など
116億7192万円

(11.9%)

補助費等
補助金など

148億0322万円
(15.1%)

消費的
経費
(27.9%)

維持補修費
施設の修繕費など
8億8750万円

(0.9%)

繰出金
特別会計への繰出金
68億0963万円

(6.9%)

貸付金等
積立金、貸付金

109億5827万円
(11.2%)

その他の
経費
(18.1%)

災害復旧事業費
復旧工事請負費など
11億3578万円

(1.1%)

歳入

市民税
固定資産税など
237億3754万円

(23.6%)
保育園や健診
などの負担金
10億4542万円

(1.0%)

住民票証明手数料、
施設使用料など
14億0915万円

(1.4%)

貸付金収入など
149億3206万円

(14.9%)

地方交付税
231億3458万円

(22.9%)

国や県からの
補助金など

190億6470万円
(18.9%)

市の借金
126億6297万円

(12.5%)

譲与税交付金など
48億0722万円

(4.8%)

自主
財源
(40.9%)

依存
財源
(59.1%)

歳出

人件費
職員給、退職手当など
125億7841万円

(12.8%)

公債費
借金の返済

96億2472万円
(9.8%)

扶助費
児童手当や医療費補助など
189億8942万円

(19.3%)

義務的
経費
(41.9%)

普通建設事業費
道路や市営住宅の整備など
108億0851万円

(11.0%)

投資的
経費
(12.1%)物件費

光熱水費、印刷代など
116億7192万円

(11.9%)

補助費等
補助金など

148億0322万円
(15.1%)

消費的
経費
(27.9%)

維持補修費
施設の修繕費など
8億8750万円

(0.9%)

繰出金
特別会計への繰出金
68億0963万円

(6.9%)

貸付金等
積立金、貸付金

109億5827万円
(11.2%)

その他の
経費
(18.1%)

災害復旧事業費
復旧工事請負費など
11億3578万円

(1.1%)

○ 道の駅「西いなば気楽里（きらり）」整備事業費
 （10億1995万円）
　�　観光総合窓口、道の駅連携、産業振興拠点、地
域づくり拠点、防災拠点の５つの機能を持つ「小
さな拠点」として整備され、令和元年６月30日に
オープンされました。

○放課後児童対策事業（4億1775万円）
　�　放課後児童クラブ（仕事などで昼間保護者が家
庭にいない小学校の児童に、遊びや生活の支援を
行い、児童の健全な育成の手助けをするクラブ）
を56クラブから62クラブに拡充されました。

○保育所緊急整備事業助成金（6億4784万円）
　�　待機児童対策の充実と保育環境の向上のため、
民間法人２園の施設整備等に対する助成が行われ
ました。

○用瀬地域保育園施設整備費（4億7958万円）
　�　用瀬地域において、老朽化と共に児童数が減少
傾向にあった３保育園を統合し、新たな保育園を
平成31年４月に開園されました。

○軽費老人ホーム運営補助金（1億4485万円）
　�　軽費老人ホームの入所者が健康で穏やかな生活
を送れるよう、６施設（延べ3258人）に助成され
ました。

【平成30年度　主な事業の成果】

決算審査特別
委員会報告の
詳しい内容は
こちら➡
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　平成30年度決算

明るい未来への飛躍“中核市元年”を目指　した平成30年度の決算を認定しました　
決算審査特別委員会報告（委員長　寺坂　寛夫　　副委員長　秋山　智博）

◆保健所業務に関する各事業について
　中核市に移行したことに伴い、産業廃棄物を初め環
境に関する事業が県から移管された。これら事業の実
施については、専門的知識はもちろん、豊富な職務経
験が必要である。
　そこで、中長期的な県と市の職員交流等により、必
要な知識や経験を習得し、専門的知識を持った職員の
育成に努めるよう求める。

◆市立病院について
　平成30年度の経常収支は、専門医の不足により診療
体制を縮小せざるを得なかったことが影響し、入院患
者数、外来患者数ともに減少したことから、４年連続
の赤字決算となった。
　平成30年度は、救急科を新たに開設するとともに、
施設整備費用は引き続き抑制するなど、収支改善の取
り組みが認められたが、黒字化に向けてさらなる努力
が必要であると考える。
　一方で、小学生から高校生までの若者に、地元で将
来医師、看護師などの医療従事者を目指してもらうた
め、病院まつりや医療体験学習も催されており評価す
る。
　令和元年度には、地域包括ケア病棟の増設、病床の
積極的な活用と入退院支援のさらなる充実を図るた
め、新たに県立中央病院からの患者受け入れ体制を確
立している。また、今まで以上に地元開業医や介護施
設等と連携を密にしていくとの説明も受けている。
　病院事業は依然として厳しい経営状況にあり、今後
ともさらなる経営改善の努力を求めるとともに、各協
力機関と連携し、地域にとってよりよい病院となるこ
とを期待する。
　
◆不登校対策について
　本市では、平成24年度から中学校２・３年生におけ

る35人学級を実施し、生徒一人一人に応じた、きめ細
やかな指導を行うことで、不登校の未然防止に努める
など地道に成果を上げてきた。また、教育センターに
おいては、各種教育相談や、適応指導教室の運営を行
うことで、児童・生徒の多様な居場所づくりに取り組
んでいる。
　しかし、不登校の背景も年々複雑になる中で、不登
校児童・生徒数は増加している状況にある。さらなる
対策を行うには、まずは体制の強化が不可欠であると
考える。関係機関がそれぞれの利点を生かしながら連
携し、引き続き児童・生徒の安心できる居場所づくり
に取り組むよう求める。
　また、国の動向を注視し、財政的な面も含め、支援
のあり方について検討するよう要望する。
　
◆空家対策事業費について
　既に本市における空き家の状況を調査し、相当数の
危険な状態にある空き家の存在が明らかになってい
る。一方で、空家等除去事業費補助金の交付実績を見
ると、危険性のある空き家の数に比べてわずかしか撤
去は進んでいない。
　今後の取り組みについては、鳥取市空家等対策協議
会を設置し検討しているが、市民の安心・安全を守る
ため、具体的かつ中長期的な計画を策定し、対策を講
じるよう求める。

◆�現本庁舎・第二庁舎跡地活用検討事業費に
　ついて
　庁舎移転後の現本庁舎の利活用について、全市的、
将来的な観点で最も有効活用できる進め方・合意形成
の方法を検討する「現本庁舎等跡地活用に関する検討
委員会」開催のための経費である。
　跡地活用に関して、市民の合意形成は重要であり、
そのための方策について委員会で検討を進めてきたこ
とは評価する。
　しかし、現本庁舎及び第二庁舎跡地の具体的な活用
方策の提示を求める市民の声に応えるためにも、専門
的な知見を有する者からなる専門委員会を設置し、具
体的な活用方策の検討を早急に進めるべきと考える。
　今後、「現本庁舎等跡地活用に関する検討委員会」
においては、議論を密にし、市民の合意形成や情報提
供の方策、スケジュールの具体化に期待するとともに、
執行部は、現本庁舎及び第二庁舎跡地活用の具体的な
方策の提示に向けて、さらにスピード感を持って取り
組むことを求める。

審査結果を報告する寺坂寛夫委員長
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問 

現
在
、
本
市
で
は
認

知
症
の
方
が
行
方
不
明
に

な
っ
た
場
合
、
防
災
行

政
無
線
を
流
す
こ
と
が
で

き
る
が
、
基
本
的
に
休
日

に
は
放
送
し
な
い
運
用
要

綱
と
な
っ
て
い
る
。
命
に

か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

運
用
要
綱
を
早
期
に
見
直

し
、
休
日
を
問
わ
ず
防
災

行
政
無
線
を
放
送
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
ま
た
、
各
自

治
会
長
へ
の
説
明
会
や
、

電
話
応
対
の
体
制
に
つ
い

て
の
全
庁
的
な
周
知
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答 

（
市
長
）
認
知
症
の
行

方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
、

市
民
の
生
命
に
危
険
が
及

ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
情
報
を

放
送
す
る
場
合
の
基
準
な

ど
に
つ
い
て
、
警
察
等
関

係
者
と
調
整
し
、
運
用
要

綱
を
見
直
し
た
い
。
見
直

し
が
さ
れ
た
後
に
鳥
取
市

自
治
連
合
会
の
地
区
会
長

会
の
場
な
ど
を
通
じ
て
、

速
や
か
に
説
明
の
場
を
設

け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

庁
内
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
福
祉
部
門
は
も
と
よ

り
、
全
庁
的
な
体
制
を
整

え
る
と
と
も
に
、
取
り
扱

い
の
周
知
を
し
て
、
よ
り

効
果
的
に
行
方
不
明
者
の

発
見
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

雲
坂
　
衛
（
会
派
新
生
）

防
災
行
政
無
線
の
運
用

見
直
し
と
周
知
徹
底
を

　

本
誌
で
は
、
各
議
員
の
質
問
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
１
項
目
に
つ
い
て
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
※
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

動
画
及
び
会
議
録
の
全
文
は
、市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
（
以
下
、
Ｓ

Ｓ
Ｗ
）
と
は
、
児
童
・
生

徒
が
学
校
や
日
常
生
活
で

直
面
す
る
苦
し
み
や
悩
み

に
対
し
て
、
児
童
・
生
徒

の
社
会
環
境
を
構
成
す
る

家
族
や
友
人
、
学
校
、
地

域
に
働
き
か
け
、
福
祉
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て

解
決
を
支
援
す
る
専
門
職

で
あ
る
。

　

本
市
に
Ｓ
Ｓ
Ｗ
が
配
置

さ
れ
て
か
ら
８
年
が
経
過

す
る
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
の

か
尋
ね
る
。

答 

（
教
育
長
）
本
市
の
Ｓ

Ｓ
Ｗ
は
、
学
校
か
ら
不
登

校
や
問
題
行
動
、
虐
待
、

貧
困
な
ど
の
悩
み
や
つ
ら

さ
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち

の
支
援
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

資
源
を
活
用
し
な
が
ら
子

供
や
そ
の
家
庭
が
抱
え
る

問
題
の
解
決
に
向
け
て
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　

学
校
か
ら
の
要
請
は

年
々
ふ
え
続
け
て
い
る

が
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
を
増
員
配
置

し
た
こ
と
で
、
支
援
を
必

要
と
す
る
子
供
た
ち
に
福

祉
や
保
健
、
発
達
の
視
点

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
。
ま

た
、
深
刻
な
ケ
ー
ス
が
多

い
た
め
、
す
ぐ
に
事
態
を

好
転
さ
せ
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
じ
っ
く
り
と
か

か
わ
る
こ
と
で
、
全
く
登

校
で
き
な
か
っ
た
生
徒
が

学
校
復
帰
を
し
た
り
、
進

学
の
希
望
を
か
な
え
た
り

し
た
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て

い
る
。

岡
田
　
信
俊
（
会
派
新
生
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

問 

平
成
30
年
度
は
、
春

か
ら
水
道
料
金
が
値
上
が

り
し
た
結
果
、
平
成
29
年

度
と
比
べ
１
世
帯
当
た
り

４
立
方
メ
ー
ト
ル
の
利
用

水
量
が
減
っ
て
い
る
。
市

内
の
高
齢
利
用
者
に
そ
の

工
夫
を
聞
く
と
、「
入
浴

回
数
を
減
ら
し
た
」「
肩

ま
で
の
水
を
腰
ま
で
下
げ

た
」「
風
呂
水
を
有
効
利

用
し
て
い
る
」
な
ど
、
節

水
に
向
け
て
大
変
な
努
力

を
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
水
道
は
、「
公

共
の
福
祉
」
と
し
て
の
要

素
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

低
所
得
者
へ
の
減
免
制
度

を
作
る
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答 

（
水
道
事
業
管
理
者
）

水
道
事
業
の
経
営
は
、
料

金
収
入
で
経
費
を
賄
う
独

立
採
算
を
前
提
と
し
て
い

る
。
水
道
サ
ー
ビ
ス
は
、

水
道
事
業
者
と
水
道
使
用

者
の
間
の
給
水
契
約
に
基

づ
く
水
道
サ
ー
ビ
ス
で
あ

り
、
全
て
の
水
道
使
用
者

は
公
正
妥
当
な
料
金
を
負

担
す
る
義
務
を
負
い
、
水

道
事
業
者
は
健
全
な
経
営

と
安
定
し
た
水
道
サ
ー
ビ

ス
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
す
る
義
務
を
負
う
。
ま

た
、
水
道
法
で
は
特
定
の

使
用
者
に
対
す
る
差
別
的

な
取
り
扱
い
の
禁
止
に
つ

い
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、

生
活
保
護
等
の
低
所
得
者

の
方
に
対
す
る
福
祉
減
免

的
な
制
度
は
、
水
道
事
業

に
は
な
じ
ま
な
い
と
考
え

て
い
る
。

金
田
　
靖
典
（
日
本
共
産
党
）

水
道
料
減
免
制
度
の

制
定
に
つ
い
て

一般質問（各個質問）　

9月定例会
一般質問
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26 27 29

46 46
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鳥取県内の認知症と思われる方の
防災行政無線を活用した捜索件数
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問 

鳥
取
西
道
路
が
５
月

に
開
通
し
た
が
、
本
年
度

の
観
光
入
り
込
み
客
の
状

況
は
例
年
と
比
較
し
て
ど

の
よ
う
な
傾
向
が
生
じ
て

い
る
か
尋
ね
る
。

　

ま
た
、
本
市
は
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
す
る
と

宿
泊
施
設
が
不
足
し
、
周

辺
の
市
町
に
宿
泊
を
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
解

消
に
向
け
て
民
泊
施
設
は

比
較
的
整
備
し
や
す
い
と

考
え
る
。
民
泊
施
設
の

立
地
及
び
整
備
条
件
と
そ

の
支
援
策
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

答 

（
経
済
観
光
部
長
）
本

年
度
４
月
か
ら
６
月
ま
で

の
市
内
の
主
な
観
光
施
設

37
カ
所
の
延
べ
入
り
込
み

客
数
は
約
１
９
１
万
人
で

あ
り
、
前
年
同
時
期
と
比

べ
て
19
万
８
，０
０
０
人
、

12
％
の
増
加
と
な
っ
て
い

る
。
例
年
と
比
較
す
る

と
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
翌
週
に
鳥
取
西
道
路
が

全
線
開
通
し
、
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
周
遊
効

果
等
も
あ
り
、
開
通
区
間

周
辺
の
観
光
施
設
８
カ
所

へ
の
入
り
込
み
客
数
も
増

加
し
て
い
る
。

（
環
境
局
長
）
住
宅
宿
泊

事
業
法
に
よ
り
、
一
定
要

件
を
満
た
す
住
宅
で
あ
れ

ば
、
年
間
１
８
０
日
以
内

で
宿
泊
業
が
で
き
る
。
ま

た
、
鳥
取
市
民
泊
事
業
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
住

居
専
用
地
域
及
び
学
校
・

保
育
所
等
の
周
辺
で
、
家

主
が
不
在
と
な
る
場
合
に

は
、
平
日
以
外
の
営
業
と

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

（
市
民
生
活
部
長
）
本
市

で
は
、
平
成
30
年
に
鳥
取

市
中
山
間
地
域
魅
力
あ
る

民
泊
推
進
事
業
補
助
金
交

付
要
綱
を
設
け
、
農
山
漁

村
交
流
型
民
泊
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

魚
﨑
　
勇
（
会
派
新
生
）

鳥
取
市
の
観
光
振
興
に

つ
い
て

経
営
協
定
の
締
結
な
ど
に

も
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
28
年
度
以
降
、
親
元

就
農
・
第
三
者
継
承
は
各

２
件
、
家
族
経
営
協
定
は

５
件
の
実
績
が
あ
る
な

ど
、
小
規
模
農
家
で
の
経

営
転
換
も
着
実
に
増
加
し

て
い
る
。
今
後
も
、
多
様

な
担
い
手
の
確
保
・
育
成

に
努
め
、
本
市
農
業
・
農

村
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

問 

農
業
就
業
者
の
高
齢

化
に
よ
り
耕
作
面
積
の
縮

小
が
進
む
中
、
国
は
農
地

集
積
を
行
い
、
大
規
模
化

に
よ
る
生
産
拡
大
に
力
を

入
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

こ
の
10
年
で
農
業
経
営
体

数
は
約
56
万
経
営
体
、

32
％
の
減
少
と
な
っ
て
お

り
、
中
小
規
模
農
家
の
規

模
縮
小
や
離
農
の
加
速
に

つ
な
が
り
、
大
規
模
経
営

だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。

中
小
規
模
を
含
め
た
多
様

な
農
業
の
担
い
手
が
活
躍

で
き
る
、
持
続
可
能
な
生

産
基
盤
構
築
に
向
け
た
支

援
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
本
市
の
農
業

は
、
大
規
模
な
生
産
法
人

だ
け
で
は
な
く
兼
業
農
家

や
小
規
模
農
家
な
ど
多
く

の
生
産
者
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
。
本
市
で
は
、
親
元
就

農
、
第
三
者
継
承
、
家
族

星
見
　
健
蔵
（
会
派
新
生
）

生
産
基
盤
構
築
へ
の

支
援
策
を

問 

学
校
給
食
の
配
送
体

制
に
つ
い
て
、
鳥
取
市
で

は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調

理
し
た
副
食
（
お
か
ず
）

を
各
学
校
に
配
送
す
る
。

一
方
、
第
１
、
第
２
、

湖
東
の
３
つ
の
給
食
セ
ン

タ
ー
の
米
飯
は
鳥
取
県
学

校
給
食
会
が
各
学
校
へ
配

送
し
て
お
り
、
１
つ
の
学

校
へ
給
食
（
御
飯
、
お
か

ず
）
を
別
々
に
配
送
・
回

収
す
る
た
め
に
、
ト
ラ
ッ

ク
が
１
日
延
べ
４
往
復
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

現
在
の
学
校
給
食
の
配

送
体
制
は
無
駄
が
あ
り
、

改
善
す
れ
ば
配
送
経
費
が

削
減
さ
れ
、
よ
り
保
護
者

負
担
が
軽
減
さ
れ
た
、
安

価
な
学
校
給
食
が
提
供
で

き
る
と
考
え
る
が
、
教
育

長
の
所
見
を
問
う
。

答 

（
教
育
長
）
本
市
で

は
、
昭
和
51
年
の
文
部
省

の
通
達
に
基
づ
き
、
公
益

財
団
法
人
鳥
取
県
学
校
給

食
会
と
契
約
し
て
米
飯
の

購
入
を
行
っ
て
い
る
。
市

内
に
お
い
て
は
、
ほ
か
に

安
定
的
か
つ
大
量
に
米
飯

を
供
給
で
き
る
業
者
は
な

く
、
長
年
に
わ
た
り
こ
の

契
約
を
継
続
し
て
い
る
。

な
お
、
当
時
の
給
食
配
送

に
は
、
配
送
時
間
に
２
時

間
の
期
限
が
あ
っ
た
た

め
、
お
か
ず
と
米
飯
と
が

別
々
に
配
送
さ
れ
た
が
、

昨
今
の
道
路
事
情
の
整
備

に
よ
り
、
配
送
体
制
の
無

駄
が
解
消
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
よ
り
よ
い
配
送
方

法
に
つ
い
て
、
今
後
研
究

し
て
み
た
い
。

長
坂
　
則
翁
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

学
校
給
食
の
配
送
体
制

の
改
善
を

　一般質問（各個質問）
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一般質問（各個質問）　

問 

事
実
を
記
録
し
、
未

来
に
伝
え
て
い
く
こ
と

は
、
地
域
の
歴
史
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
礎

い
し
ず
えに

な
る
。
我
が
国
は
固
有
の

地
理
的
要
因
に
よ
り
、
自

然
災
害
に
頻
繁
に
見
舞
わ

れ
、
そ
の
都
度
先
人
は
被

害
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と

し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ

の
た
め
の
石
碑
や
記
念
碑

が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
現
実

が
あ
る
。
国
土
地
理
院
で

は
、
こ
れ
ら
自
然
災
害
の

教
訓
を
適
切
に
伝
え
、
的

確
な
防
災
行
動
に
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、

地
図
記
号
「
自
然
災
害
伝

承
碑
」
を
制
定
し
、
全
国

の
自
治
体
と
連
携
し
て
本

年
６
月
よ
り
公
開
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
及
び
具

体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
被
災
場
所
に

建
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

自
然
災
害
伝
承
碑
は
地
域

住
民
の
防
災
意
識
の
向
上

に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、
今
後
、
本
市

も
こ
の
取
り
組
み
に
呼
応

し
て
い
き
た
い
。

 

（
危
機
管
理
部
長
）
現

在
、
２
件
の
自
然
災
害
伝

承
碑
が
国
土
地
理
院
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
青
谷
町
で
明

治
26
年
10
月
の
暴
風
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
に
よ
り
41

名
の
命
が
奪
わ
れ
た
こ
と

を
記
し
た
供
養
塔
と
、
浜

坂
地
区
で
寛
政
７
年
の
８

月
に
大
雨
で
袋
川
の
水
が

あ
ふ
れ
て
洪
水
が
発
生

し
、
６
５
０
名
の
命
が
奪

わ
れ
た
こ
と
を
記
し
た
、

い
し
ぶ
み
（
碑
）
で
あ
る
。

　

今
後
も
実
態
が
把
握
で

き
次
第
、
順
次
地
図
に
掲

載
し
て
い
く
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

太
田
　
緣
（
無
所
属
）

自
然
災
害
伝
承
碑
に
よ

る
防
災
意
識
の
向
上
を

問 

核
家
族
化
は
時
代
の

流
れ
で
あ
り
、
や
む
を
得

な
い
部
分
も
あ
る
と
思
う

が
、
高
齢
者
は
、
年
齢
を

重
ね
て
い
く
と
、
子
供
世

帯
と
の
同
居
ま
た
は
近
距

離
で
の
別
居
を
志
向
す
る

割
合
が
高
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

今
後
、
到
来
す
る
超
高

齢
化
社
会
に
向
け
て
、
多

世
代
同
居
は
、
社
会
の
安

定
確
保
に
有
効
な
手
段
の

一
つ
で
あ
り
、
他
都
市
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

市
長
の
所
見
を
問
う
。

答 

（
市
長
）
多
世
帯
同
居

や
近
距
離
で
の
別
居
、
い

わ
ゆ
る
ス
ー
プ
の
冷
め
な

い
距
離
で
の
居
住
は
、
高

齢
期
や
子
育
て
期
を
安
心

し
て
過
ご
す
た
め
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
で
あ

る
。
全
国
的
に
は
、
秋
田

市
の
多
世
帯
同
居
・
近
居

推
進
事
業
補
助
金
や
厚
木

市
の
親
元
近
居
・
同
居
住

宅
取
得
等
支
援
事
業
補
助

金
等
、
特
徴
の
あ
る
施
策

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。

　

現
在
、
本
市
で
は
、
安

心
し
て
子
供
を
産
み
育
て

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
住

み
な
れ
た
地
域
で
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
後
も
、
多
世
代
同
居
と

い
う
視
点
に
も
着
目
し
な

が
ら
、誰
も
が
支
え
あ
い
、

助
け
合
い
な
が
ら
、
全
て

の
人
が
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
標
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

田
村
　
繁
已
（
公
明
党
）

多
世
代
家
族
に
つ
い
て

問 

男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
（
輝
な
ん
せ
鳥
取
）

が
大
丸
五
階
へ
移
転
と
の

報
道
が
こ
と
し
７
月
20
日

に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は

議
会
で
議
論
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
情
報
が
先
行
し
て

い
た
が
、
議
会
軽
視
に
な

ら
な
い
か
。

　

ま
た
、
男
女
共
同
参

画
登
録
団
体
の
皆
さ
ん

に
詳
し
い
説
明
が
あ
っ
た

の
か
。
登
録
団
体
の
皆
さ

ん
の
不
安
を
少
し
で
も
解

消
し
、
納
得
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
た
だ
け
る
の

か
。
市
長
に
問
う
。

答 

（
市
長
）
輝
な
ん
せ
鳥

取
の
鳥
取
大
丸
移
転
に
関

す
る
議
会
へ
の
情
報
提
供

は
、
こ
れ
か
ら
も
随
時

行
っ
て
い
き
た
い
。ま
た
、

新
た
な
取
り
組
み
や
重
要

な
案
件
に
つ
い
て
は
、
よ

り
一
層
の
丁
寧
な
説
明
を

心
が
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

登
録
団
体
の
皆
さ
ん
へ

の
周
知
に
つ
い
て
は
、
鳥

取
大
丸
に
お
け
る
利
用
可

能
面
積
や
利
用
人
数
、
利

用
時
間
、
設
置
可
能
な
機

能
な
ど
を
考
慮
し
た
上

で
、
７
月
10
日
の
男
女
共

同
参
画
登
録
団
体
連
絡
会

役
員
会
、
ま
た
７
月
16
日

の
同
定
例
会
に
お
い
て
、

登
録
団
体
の
皆
さ
ん
に
対

し
て
移
転
の
案
に
つ
い
て

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
今
後
、
ま
だ
ま
だ
大

丸
と
の
協
議
等
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
登

録
団
体
の
皆
さ
ん
の
御
意

見
な
ど
に
十
分
に
配
慮
し

な
が
ら
、
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

米
村
　
京
子
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

移
転
に
つ
い
て
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　一般質問（各個質問）

問 

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
根
幹
は
公
営
住

宅
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
国
は
、
保
証

人
を
確
保
で
き
な
い
た
め

に
公
営
住
宅
に
入
居
で
き

な
い
と
い
っ
た
事
態
が
生

じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

保
証
人
の
確
保
を
入
居
の

前
提
と
す
る
こ
と
か
ら
転

換
す
べ
き
と
の
考
え
を
示

し
、
国
の
標
準
条
例
案
か

ら
保
証
人
規
定
を
削
除
し

た
。
本
市
に
お
い
て
も
、

保
証
人
規
定
を
な
く
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
国
の
趣
旨

は
、
保
証
人
を
確
保
で
き

な
い
た
め
に
入
居
で
き
な

い
と
い
っ
た
事
態
が
生
じ

な
い
よ
う
に
し
て
い
く
こ

と
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
保
証
人
は
、
家
賃
、

駐
車
場
使
用
料
等
の
滞
納

の
抑
止
や
緊
急
時
の
連

絡
・
対
応
、
入
居
者
の

迷
惑
行
為
に
対
す
る
相

談
・
仲
介
・
指
導
等
、
大

変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
た
め
、
こ
の
制
度
は

引
き
続
き
継
続
し
、
保
証

人
を
確
保
で
き
な
い
入
居

希
望
者
に
対
す
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
家

賃
債
務
保
証
業
者
（
※
）

を
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

※
家
賃
債
務
保
証
業
者
と
は

　

入
居
希
望
者
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
、
賃
貸
借
契
約
の

期
間
中
に
滞
納
し
た
家
賃
、

退
去
し
た
時
の
原
状
回
復
費

用
な
ど
を
立
て
替
え
る
会
社

を
い
う
。
家
賃
債
務
保
証
業

者
の
利
用
に
は
、
通
常
、
契

約
時
及
び
更
新
時
に
保
証
料

の
支
払
い
が
必
要
と
な
る
。

伊
藤
　
幾
子
（
日
本
共
産
党
）

市
営
住
宅
の
保
証
人
制

度
は
な
く
す
べ
き

問 

政
府
が
２
０
２
０
年

度
以
降
の
地
方
創
生
基
本

方
針
案
を
公
表
し
た
こ
と

を
受
け
て
、
本
市
の
第
１

期
創
生
総
合
戦
略
の
概
況

に
つ
い
て
尋
ね
る
。ま
た
、

国
は
幅
広
い
年
齢
層
の
住

民
や
多
様
な
組
織
体
が
話

し
合
っ
て
創
生
総
合
戦
略

を
策
定
す
る
よ
う
促
し
て

い
る
が
、
本
市
の
第
２
期

創
生
総
合
戦
略
の
策
定
ス

タ
ン
ス
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
鳥
取
市
創
生

総
合
戦
略
で
は
、
人
口
減

少
の
抑
制
に
向
け
、
ひ
と

づ
く
り
、し
ご
と
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
を
戦
略
の
３

つ
の
柱
に
位
置
づ
け
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
る
。
平

成
27
年
度
か
ら
平
成
30

年
度
ま
で
の
４
年
間
に
、

移
住
者
数
は
１
，
０
０
９

世
帯
、
１
，
４
６
５
人
増

加
し
、
８
社
の
誘
致
企
業

に
よ
り
４
５
０
人
規
模
の

新
た
な
雇
用
が
創
出
さ
れ

る
な
ど
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
一
方
で
、
人
口
は
、

平
成
30
年
度
の
自
然
減
が

７
７
１
人
、
社
会
減
が

７
２
８
人
と
、
依
然
と
し

て
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

新
た
な
創
生
総
合
戦
略

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
幅
広
い

年
齢
層
の
市
民
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
方
と
十
分
話

し
合
っ
て
策
定
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
既
に
、
総

合
戦
略
の
基
礎
調
査
と
な

る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
な
ど
、
策
定
の
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
来
年
度
は
こ
の

基
礎
調
査
を
も
と
に
総
合

戦
略
の
素
案
を
作
成
し
、

議
会
と
も
協
議
を
し
な
が

ら
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
や
総
合
企
画
委
員
会
等

を
経
て
総
合
戦
略
を
策
定

し
て
い
き
た
い
。

問 

台
風
、
豪
雨
に
よ
る

洪
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
大

き
な
災
害
が
多
発
し
て
い

る
。
特
に
中
山
間
地
域
で

は
、
高
齢
化
率
が
高
く
、

指
定
さ
れ
た
避
難
所
ま

で
が
遠
い
た
め
、
若
者
が

不
在
の
昼
間
に
は
歩
い
て

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

　

移
動
す
る
す
べ
が
な
く

孤
立
し
て
し
ま
う
前
に
、

行
政
は
福
祉
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
関
係
団
体
と
協
定
を

締
結
す
る
な
ど
、
災
害
弱

者
の
早
期
避
難
方
法
を
確

立
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
長
の
所
見
を
問
う
。

答 

（
市
長
）
本
市
で
は
、

大
型
車
両
や
そ
の
運
転
手

の
確
保
な
ど
に
柔
軟
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
、
平

成
29
年
３
月
に
鳥
取
県

バ
ス
協
会
及
び
鳥
取
県
ハ

イ
ヤ
ー
タ
ク
シ
ー
協
会
東

部
支
部
と
で
、
災
害
時
に

お
け
る
緊
急
輸
送
等
に
関

す
る
協
定
書
を
締
結
し
て

い
る
。
災
害
時
に
行
政
に

よ
る
被
災
者
の
輸
送
が
必

要
だ
と
判
断
し
た
場
合
に

は
、
派
遣
現
場
の
安
全
を

確
認
し
た
上
で
、
事
業
者

の
了
解
を
と
り
、
被
災
者

の
輸
送
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
昨
年
の
７
月
豪

雨
時
を
初
め
本
年
８
月
の

台
風
10
号
の
際
に
も
、
万

が
一
に
備
え
、
協
力
要
請

を
行
っ
て
い
る
。

※
災
害
弱
者
と
は

　

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
乳

幼
児
等
の
防
災
施
策
に
お
い

て
特
に
配
慮
を
要
す
る
方

（
要
配
慮
者
）
の
こ
と
。

勝
田
　
鮮
二
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

災
害
弱
者
の
避
難
所
へ
の

移
動
手
段
に
つ
い
て

西
村
紳
一
郎
（
会
派
新
生
）

鳥
取
市
創
生
総
合
戦
略
の

見
直
し
に
関
連
し
て
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問 

市
営
プ
ー
ル
の
中
で

唯
一
、
日
本
水
泳
連
盟
の

50
メ
ー
ト
ル
公
認
プ
ー

ル
で
あ
る
河
原
市
民
プ
ー

ル
で
は
、
毎
年
、
各
種
水

泳
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。し
か
し
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
面
が
ざ
ら
ざ
ら
で
利
用

者
の
す
り
傷
が
絶
え
な
い

こ
と
や
日
よ
け
設
備
が
な

く
熱
中
症
の
子
供
が
出
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
案
内

表
示
板
が
な
い
こ
と
な
ど

に
対
し
て
、
利
用
者
か
ら

施
設
改
善
の
要
望
が
あ
り

早
急
な
改
善
が
必
要
と
考

え
る
。
教
育
長
の
所
見
を

問
う
。

答 

（
教
育
長
）
利
用
者
や

関
係
者
の
方
か
ら
、
施
設

に
係
る
改
善
要
望
を
含
め

さ
ま
ざ
ま
な
声
が
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。

　

近
年
で
は
、
猛
暑
日
が

続
い
て
熱
中
症
の
危
険
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
水
泳
に
限
ら
ず
各
競

技
団
体
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
、
熱
中
症
な
ど
の
対
策

に
尽
力
い
た
だ
い
て
い

る
。

　

ま
た
、
本
市
で
も
体
育

施
設
の
け
が
や
事
故
に
つ

な
が
る
危
険
箇
所
を
優
先

的
、
緊
急
的
に
改
修
す
る

な
ど
、
安
心
・
安
全
な
利

用
が
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
河

原
市
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

も
適
切
な
管
理
に
努
め
て

い
き
た
い
。

荻
野
　
正
己
（
日
本
共
産
党
）

河
原
市
民
プ
ー
ル
の

施
設
改
善
に
つ
い
て

一般質問（各個質問）　

50メートルの河原市民プール

問 

地
域
食
堂
の
取
り
組

み
は
、
地
域
で
の
孤
立
や

虐
待
防
止
に
資
す
る
も

の
と
だ
と
感
じ
て
お
り
、

こ
の
取
り
組
み
を
全
市
に

広
げ
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
。
ま
だ
、
地
域
食
堂
が

立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
な
い

地
域
で
相
談
に
応
じ
、
食

事
を
必
要
と
す
る
人
に
地

域
食
堂
の
活
用
を
ど
の
よ

う
に
呼
び
か
け
て
い
く
の

か
が
課
題
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
市
長
の
所
見
を
尋

ね
る
。

答 

（
市
長
）
地
域
食
堂
は

気
軽
に
悩
み
事
を
話
す
こ

と
が
で
き
る
場
と
し
て
機

能
し
て
お
り
、
本
市
と
し

て
も
相
談
支
援
員
を
派
遣

す
る
な
ど
、
困
難
を
抱
え

て
お
ら
れ
る
利
用
者
を
早

期
に
把
握
し
、
支
援
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

新
た
な
地
域
食
堂
の
立
ち

上
げ
に
つ
い
て
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
と
連
携

し
、
積
極
的
に
地
域
へ
働

き
か
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
食
事

を
必
要
と
す
る
人
へ
の
呼

び
か
け
に
つ
い
て
は
、
民

生
・
児
童
委
員
等
と
連
携

し
て
、
情
報
が
届
く
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

今
後
も
、
地
域
食
堂
の

継
続
的
、
安
定
的
な
運
営

を
支
援
す
る
た
め
、
引
き

続
き
地
域
食
堂
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

平
野
真
理
子
（
公
明
党
）

市
民
の
安
心
な
居
場
所

づ
く
り
に
つ
い
て

問 

「
鳥
取
市
人
権
施
策
基

本
方
針
（
第
2
次
改
訂
）」

の
誤
記
を
初
め
私
が
指

摘
し
た
一
連
の
問
題
は
、

人
権
担
当
部
署
の
「
組

織
が
十
分
に
機
能
し
て
い

な
い
」
こ
と
に
原
因
が
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
①
知

見
や
経
験
を
蓄
積
し
継
承

で
き
て
い
な
い
。
②
「
人

権
侵
害
の
現
実
に
深
く
学

ぶ
」
姿
勢
が
弱
く
、
被
害

者
に
寄
り
添
う
姿
勢
が
希

薄
で
、
当
事
者
や
そ
の
関

係
団
体
と
の
連
携
が
不
十

分
で
あ
る
。
③
専
門
性
を

も
っ
た
職
員
が
ほ
と
ん
ど

い
な
い
。
④
管
理
職
の
見

識
と
指
導
性
が
不
十
分
で

あ
る
。
こ
の
4
点
で
あ
る
。

市
長
の
所
見
を
問
う
。

答 

（
市
長
）
人
権
担
当
部

署
の
組
織
が
十
分
機
能
し

て
い
な
い
こ
と
と
あ
わ
せ

て
、
４
点
に
つ
い
て
ご
指

摘
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り

受
け
と
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

今
後
、
柔
軟
か
つ
適
正

な
業
務
遂
行
能
力
の
た
め

の
職
員
力
・
組
織
力
の
向

上
な
ど
、
市
政
改
革
プ
ラ

ン
骨
子
案
の
内
容
も
踏
ま

え
て
、
本
市
の
人
権
施
策

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

椋
田
　
昇
一
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

人
権
担
当
部
署
の

機
能
向
上
に
つ
い
て
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問 

学
校
給
食
の
地
産
地

消
率
は
平
均
65
％
で
あ

る
。
地
産
地
消
率
を
引
き

上
げ
る
た
め
に
は
、
栽
培

農
家
を
ふ
や
し
、
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
る
が
、
教
育
委
員
会

は
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り

を
持
っ
て
い
る
か
。ま
た
、

食
育
を
進
め
、
栽
培
農
家

と
の
連
携
を
強
め
る
た
め

に
、
食
育
指
導
に
か
か
わ

る
学
校
栄
養
職
員
の
増
員

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答 

（
教
育
長
）
栽
培
農
家

に
対
す
る
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
給
食
用
食
材

の
生
産
者
の
方
を
学
校
へ

お
招
き
し
、
地
場
産
物
生

産
者
と
児
童
生
徒
に
よ
る

交
流
給
食
会
を
実
施
し
て

い
る
。
学
校
栄
養
職
員
を

含
む
学
校
の
教
職
員
の
配

置
に
つ
い
て
は
、
公
立
義

務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編

成
及
び
教
職
員
定
数
の
標

準
に
関
す
る
法
に
基
づ
き

県
教
委
が
行
っ
て
お
り
、

本
市
で
は
、
現
在
、
10
名

の
学
校
栄
養
職
員
の
定
数

配
置
に
加
え
て
、
食
指
導

の
充
実
を
図
る
た
め
、
特

に
食
数
の
多
い
給
食
セ
ン

タ
ー
に
４
名
加
配
さ
れ
て

い
る
。
今
後
も
引
き
続
き

加
配
要
望
を
す
る
な
ど
、

適
正
な
配
置
と
な
る
よ

う
、
県
教
委
と
も
連
携
を

と
り
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

岩
永
　
安
子
（
日
本
共
産
党
）

学
校
給
食
の
地
産
地
消

率
を
引
き
上
げ
る
た
め
に

　一般質問（各個質問）

三滝つり橋と千丈滝

問 

近
年
、
民
間
企
業
で

は
、
デ
ー
タ
入
力
な
ど
の

定
型
業
務
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
自
動

処
理
す
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入

が
進
ん
で
い
る
。
自
治
体

で
の
導
入
も
始
ま
っ
て
お

り
、
業
務
時
間
が
大
幅
に

削
減
で
き
る
こ
と
で
職
員

の
労
力
を
よ
り
専
門
性
の

高
い
業
務
へ
振
り
分
け
で

き
、
質
の
高
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
と
効
率
的
な
行
政
経

営
を
実
現
し
て
い
る
。
Ｒ

Ｐ
Ａ
の
導
入
に
よ
る
業
務

の
効
率
化
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

答 

（
市
長
）
Ａ
Ｉ
、
Ｒ
Ｐ

Ａ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
も
ど
ん
ど
ん
導
入
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
で

は
、
膨
大
な
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

が
み
ず
か
ら
判
断
し
て
い

く
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

ま
た
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
で
は
定
型

作
業
の
自
動
処
理
が
可
能

と
な
っ
て
、
大
幅
な
時
間

短
縮
等
も
期
待
さ
れ
る
。

先
行
自
治
体
で
は
、
保

育
所
の
入
所
判
定
や
個
人

住
民
税
の
給
与
所
得
者
異

動
届
出
書
の
入
力
に
活
用

さ
れ
、
職
員
の
入
力
や
判

定
業
務
に
係
る
時
間
が
大

幅
に
削
減
さ
れ
た
と
い
っ

た
事
例
も
あ
る
。
現
在
、

Ａ
Ｉ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
に

よ
っ
て
効
率
化
が
見
込
め

る
事
務
に
つ
い
て
洗
い
出

し
を
行
っ
て
お
り
、
来
年

度
の
導
入
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

石
田
憲
太
郎
（
公
明
党
）

効
率
的
な
業
務
で
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

問 

三み

滝た
き

渓け
い
に
は
、
40
余

り
の
滝
や
夫
婦
岩
等
の

岩
、三
滝
荘
、休
憩
施
設
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
、
キ
ャ
ン
プ

場
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ

ス
、
釣
り
堀
等
が
整
っ
て

お
り
、
約
40
メ
ー
ト
ル
の

高
さ
に
か
け
ら
れ
た
赤
い

三
滝
つ
り
橋
か
ら
望
む

千せ
ん

丈
じ
ょ
う

滝だ
き

と
四
季
を
と
お

し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
景
観
は
守
る
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し
、
南
地
域
の

大
切
な
観
光
資
源
・
地
域

振
興
の
拠
点
と
し
て
重
要

で
あ
る
三
滝
渓
の
自
然
環

境
と
林
間
施
設
は
、
３
年

も
手
つ
か
ず
と
な
っ
て
い

る
が
、
所
見
を
問
う
。

答 

（
市
長
）
三
滝
渓
と
三

滝
林
間
施
設
は
、
本
市
の

観
光
資
源
と
し
て
も
、
周

辺
地
域
の
地
域
振
興
を
図

る
上
で
も
重
要
な
も
の
と

認
識
し
て
お
り
、
現
在
、

西
郷
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
や
地
元
有
志
で
結

成
さ
れ
た
三
滝
ま
も
り
隊

の
皆
さ
ん
、
地
元
の
北
村

集
落
の
皆
さ
ん
、
河
原
町

総
合
支
所
、
林
務
水
産
課

の
職
員
に
よ
っ
て
、
三
滝

林
間
施
設
の
在
り
方
検
討

会
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、

今
後
の
活
用
策
や
整
備
内

容
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
検
討
会

で
再
生
整
備
計
画
案
を
作

成
し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん

と
協
働
し
な
が
ら
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
順
次
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

加
藤
　
茂
樹
（
会
派
新
生
）

河
原
町
・
三
滝
渓
の

再
開
に
つ
い
て
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一般質問（各個質問）　

問 

国
の
調
査
で
は
、
災

害
時
の
避
難
所
で
問
題
と

な
っ
た
施
設
・
設
備
と
し

て
、
ト
イ
レ
を
挙
げ
る
人

が
最
も
多
か
っ
た
。
人
は

ト
イ
レ
を
我
慢
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
ト
イ
レ

に
行
か
な
い
た
め
に
飲
ま

な
い
、
食
べ
な
い
こ
と
で

災
害
関
連
死
の
要
因
に
も

な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ

の
確
保
・
管
理
は
重
要
で

あ
り
、
主
導
す
る
部
局
を

定
め
て
対
策
を
推
進
す
べ

き
と
考
え
る
が
所
見
を
問

う
。

答 

（
危
機
管
理
部
長
）
災

害
時
の
ト
イ
レ
の
確
保

は
、
被
災
直
後
か
ら
直
ち

に
必
要
と
な
る
た
め
、

被
災
状
況
等
を
見
き
わ
め

て
、
早
急
に
応
急
対
策
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
特
に

仮
設
ト
イ
レ
や
簡
易
ト
イ

レ
に
つ
い
て
は
、
必
要
数

量
を
平
時
か
ら
把
握
し

て
、
調
達
体
制
を
整
え
て

お
く
こ
と
や
、
災
害
に
よ

り
使
用
不
能
な
状
態
に
あ

る
既
存
の
ト
イ
レ
の
早
期

復
旧
に
努
め
る
こ
と
で
、

ト
イ
レ
の
確
保
を
図
る
こ

と
な
ど
を
本
市
の
地
域
防

災
計
画
に
記
載
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
県
と
県
内
市
町

村
と
で
、
災
害
時
に
必
要

と
な
る
備
蓄
品
を
連
携
し

て
備
蓄
し
、
災
害
時
に
は

被
災
市
町
村
へ
提
供
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
ト
イ

レ
に
つ
い
て
も
備
蓄
対
象

資
機
材
と
な
っ
て
お
り
、

県
内
の
最
大
被
害
人
口
を

３
万
３
，
０
０
０
人
と
想

定
し
て
、
県
で
仮
設
ト
イ

レ
を
92
基
、
市
町
村
で
簡

易
ト
イ
レ
本
体
を
５
６
８

セ
ッ
ト
、
収
集
袋
・
凝
固

剤
を
14
万
２
，
０
０
０

セ
ッ
ト
備
蓄
す
る
目
標
と

し
て
い
る
。

　

な
お
、
浄
化
槽
・
し
尿

処
理
担
当
、
下
水
道
担
当

等
を
中
心
に
、
防
災
担
当

や
保
健
担
当
等
の
各
関
係

課
も
平
時
か
ら
協
力
し
て

ト
イ
レ
対
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

前
田
　
伸
一
（
公
明
党
）

災
害
時
の
ト
イ
レ

対
策
を
万
全
に

問 

校
区
審
議
会
で
は
、

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
が

約
10
年
前
に
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
中
心
市
街
地
の
狭

い
範
囲
に
小
規
模
の
学
校

が
複
数
残
る
学
校
配
置
に

つ
い
て
、
平
成
25
年
の
第

11
期
か
ら
継
続
し
て
検
討

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
課
題

は
喫
緊
の
懸
案
事
項
で
あ

り
、
先
伸
ば
し
に
す
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
る
が
教

育
長
の
所
見
を
問
う
。

答 
（
教
育
長
）
小
規
模
化

が
進
む
中
、
一
部
の
地
域

で
は
自
発
的
に
学
校
の
あ

り
方
を
考
え
る
検
討
組
織

が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
学

校
の
新
設
・
統
合
や
校
区

再
編
は
、
方
針
を
決
定
し

て
か
ら
実
現
す
る
ま
で
に

５
、６
年
要
す
る
こ
と
も

あ
る
。
第
14
期
の
校
区
審

議
会
に
よ
り
、
中
長
期
的

な
学
校
区
の
あ
り
方
に
つ

い
て
答
申
を
い
た
だ
い
た

後
、
教
育
委
員
会
と
し
て

も
該
当
地
域
に
出
か
け
、

丁
寧
に
説
明
し
理
解
を
得

る
こ
と
で
、
学
校
の
あ
り

方
を
考
え
る
検
討
組
織
の

立
ち
上
げ
に
向
け
て
、
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。学
校
・

保
護
者
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
、
鳥
取
市
の
20
年

後
を
見
据
え
た
議
論
が
活

発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

朝
野
　
和
隆
（
会
派
新
生
）

校
区
の
課
題
に
対
す
る

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

問 

法
定
外
公
共
物
（
※
）

は
、
市
町
村
が
国
か
ら
譲

与
を
受
け
た
行
政
財
産
で

あ
り
、
維
持
管
理
は
法
定

外
公
共
物
管
理
条
例
に
基

づ
き
、
市
が
責
任
を
持
っ

て
管
理
す
る
も
の
で
あ

る
。
近
年
、
特
に
農
道
で

は
、
農
業
関
係
者
以
外
の

車
両
が
多
く
通
行
し
て
お

り
、
土
地
改
良
事
業
で
整

備
さ
れ
た
と
は
い
え
、
農

道
の
補
修
費
の
一
部
負
担

を
受
益
者
に
求
め
る
の
は

不
合
理
と
考
え
る
が
、
市

長
の
見
解
を
問
う
。

答 

（
市
長
）
農
業
関
係
の

施
設
は
、
農
業
者
の
方
が

専
ら
使
用
さ
れ
る
こ
と
が

基
本
で
あ
り
、
受
益
に
応

じ
た
一
定
の
負
担
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
た

だ
し
、
農
業
者
も
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
、
後
継
者

不
足
と
い
っ
た
状
況
が
あ

り
、
将
来
的
に
も
そ
の

よ
う
な
状
況
が
懸
念
さ
れ

る
。
農
業
セ
ン
サ
ス
で
５

年
ご
と
に
農
家
戸
数
が
減

少
し
て
い
る
状
況
も
あ

り
、
将
来
を
見
据
え
て
、

受
益
と
負
担
の
あ
り
よ
う

に
つ
い
て
、
市
と
し
て
も

研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

※
法
定
外
公
共
物
と
は

　

道
路
、
河
川
な
ど
の
公
共

物
の
う
ち
、
道
路
法
、
河
川

法
、
海
岸
法
な
ど
の
管
理
に

関
す
る
法
律
の
適
用
ま
た
は

準
用
を
受
け
な
い
も
の
を
言

う
。
一
般
的
に
は
、里
道
（
赤

線
）・
水
路
（
青
線
）
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
そ
の
内
、
機

能
が
あ
る
も
の
を
鳥
取
市
法

定
外
公
共
物
と
し
て
国
か
ら

譲
与
を
受
け
て
い
る
。

上
田
　
孝
春
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

法
定
外
公
共
物
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
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問 

動
物
虐
待
に
対
す
る

罰
則
強
化
や
飼
い
主
情
報

を
記
録
し
た
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
の
犬
猫
へ
の
装
着

義
務
化
な
ど
を
定
め
た
改

正
動
物
愛
護
管
理
法
が
、

本
年
６
月
に
成
立
し
た
。

昨
年
、
中
核
市
に
移
行

し
、
鳥
取
市
保
健
所
が
県

東
部
の
動
物
愛
護
行
政
を

担
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
の
具
体
的
な
業
務
内
容

を
尋
ね
る
。
ま
た
、
本
市

独
自
の
新
た
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
の
か
尋
ね

る
。

答 

（
市
長
）
中
核
市
移
行

に
伴
い
、
県
か
ら
移
譲
や

委
託
さ
れ
た
動
物
愛
護
に

関
す
る
主
な
業
務
は
、
狂

犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
犬

の
収
容
、
動
物
愛
護
法
に

基
づ
く
犬
猫
の
保
護
・
譲

渡
及
び
適
正
飼
養
の
指

導
・
啓
発
な
ど
で
あ
る
。

（
健
康
こ
ど
も
部
長
）
鳥

取
市
保
健
所
の
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
は
、
昨
年

11
月
に
東
部
地
域
で
初
め

て
犬
猫
の
譲
渡
会
を
実
施

し
、
犬
猫
各
１
頭
、
計
２

頭
を
希
望
者
に
譲
渡
し

た
。
ま
た
、
今
年
８
月
７

日
に
、
保
護
収
容
し
た
犬

猫
を
一
時
的
に
係
留
し
て

お
く
犬
管
理
所
の
見
学
会

を
譲
渡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
連
携
し
て
開
催
し
た

と
こ
ろ
、
募
集
定
員
を
大

き
く
上
回
る
応
募
を
い
た

だ
き
、
動
物
愛
護
精
神
を

大
い
に
普
及
・
啓
発
で
き

た
と
考
え
て
い
る
。
ほ
か

に
も
、
一
層
の
譲
渡
促

進
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
譲
渡
適
正
の
あ
る

犬
や
猫
の
不
妊
去
勢
手
術

や
、
感
染
症
対
策
と
し

て
保
護
・
収
容
し
た
猫
の

血
液
検
査
も
実
施
し
て
い

る
。

浅
野
　
博
文
（
公
明
党
）

動
物
愛
護
に
つ
い
て

　一般質問（各個質問）

問 

本
市
で
は
、
令
和
２

年
度
か
ら
本
格
的
に
始
ま

る
小
学
校
の
「
外
国
語

活
動
」・「
外
国
語
」
に
向

け
て
、
平
成
30
年
と
今
年

度
の
移
行
期
間
に
３
年

生
・
４
年
生
の
「
外
国
語

活
動
」
と
５
年
生
・
６
年

生
の
「
外
国
語
」
を
先
行

実
施
し
て
い
る
。
英
語
が

小
学
校
段
階
で
わ
か
ら
な

い
、
苦
手
だ
と
感
じ
な
い

学
習
が
必
要
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

担
任
の
支
援
や
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
は
、
十
分

な
人
員
の
加
配
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
現
行

の
加
配
と
体
制
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

答 

（
副
教
育
長
）
小
学
校

の
外
国
語
活
動
の
授
業
で

は
、
具
体
物
の
絵
や
場
面

を
想
定
し
た
挿
絵
な
ど
の

ピ
ク
チ
ャ
ー
カ
ー
ド
の
活

用
や
、
大
型
モ
ニ
タ
ー
で

動
画
を
見
な
が
ら
歌
を

歌
っ
た
り
す
る
な
ど
、
楽

し
み
な
が
ら
自
然
と
学
習

し
て
い
く
形
態
を
多
く
取

り
入
れ
、
英
語
に
親
し
み

や
す
く
な
る
よ
う
工
夫
し

て
い
る
。

（
教
育
長
）
現
在
本
市
で

は
、外
国
語
指
導
助
手（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
が
13
名
、
外
国
語

活
動
支
援
員
が
27
名
、
小

学
校
英
語
専
科
の
教
員
が

５
名
加
配
さ
れ
て
い
る
。

専
門
性
の
高
い
ス
タ
ッ
フ

が
学
習
を
支
援
し
た
り
、

授
業
を
受
け
持
っ
た
り
す

る
こ
と
は
、
子
供
の
学
び

に
と
っ
て
大
切
で
あ
り
、

担
任
の
負
担
軽
減
に
も
つ

な
が
る
。
来
年
度
以
降
も

県
へ
加
配
の
増
員
を
要
望

し
て
い
き
た
い
。

秋
山
　
智
博
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

わ
か
り
や
す
い

小
学
校
の
英
語
教
育
を

問 

本
年
10
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
幼
保
無
償
化

（
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
）
は
完
全
な
無
償
化

で
は
な
い
。
世
帯
に
よ
っ

て
無
償
化
の
範
囲
や
時
期

な
ど
が
異
な
り
、
施
設
の

形
態
に
よ
っ
て
上
限
額
の

違
い
が
あ
り
、
無
償
化
の

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
も

あ
る
。
ま
た
、
副
食
費
が

実
費
負
担
と
な
る
。

　

独
自
の
政
策
で
副
食
費

無
償
化
や
、
軽
減
対
象
に

な
ら
な
い
森
の
よ
う
ち
え

ん
の
児
童
へ
の
補
助
な

ど
、
少
子
化
対
策
・
移
住

促
進
を
図
っ
て
い
る
自
治

体
も
あ
り
、
本
市
で
も
同

様
の
措
置
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

答 

（
市
長
）
本
市
で
は
こ

れ
ま
で
、
第
３
子
で
保
育

料
を
無
料
と
し
て
い
た
児

童
で
、
新
た
に
副
食
費
の

負
担
が
ふ
え
る
児
童
に
つ

い
て
は
、
本
市
独
自
に
副

食
費
を
無
料
に
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
従

来
か
ら
副
食
費
を
負
担
し

て
い
た
教
育
認
定
を
受
け

る
児
童
と
新
制
度
未
移
行

幼
稚
園
等
に
在
籍
す
る
児

童
に
つ
い
て
も
同
様
に
、

本
市
独
自
に
副
食
費
を

無
料
に
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
現
段
階
で
は
、

３
歳
以
上
の
全
て
の
児
童

の
副
食
費
を
無
償
と
す
る

こ
と
ま
で
は
考
え
て
い
な

い
。

足
立
　
考
史
（
無
所
属
）

幼
保
無
償
化
に
お
け
る
本
市
独
自

の
保
育
環
境
整
備
に
つ
い
て
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一般質問（各個質問）　

問 

鳥
取
市
創
生
総
合
戦

略
に
は
具
体
的
な
施
策
の

一
つ
に
「
郷
土
愛
を
育
む

教
育
の
推
進
」
と
あ
る
。

ま
た
、教
育
委
員
会
で
は
、

鳥
取
市
の
教
育
等
の
振
興

に
関
す
る
大
綱
の
中
に
、

「
郷
土
愛
を
醸
成
し
豊
か

な
心
を
育
み
ま
す
」
と
あ

る
。
学
校
で
の
実
践
状
況

と
そ
の
教
材
に
つ
い
て
、

ま
た
、
郷
土
教
育
の
内
容

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答 
（
副
教
育
長
）
本
市
で

は
、「
ふ
る
さ
と
を
思
い
、

志
を
も
つ
子
を
育
て
、
夢

と
希
望
に
満
ち
た
次
代
を

ひ
ら
く
！
」
を
基
本
理
念

と
し
、
ふ
る
さ
と
鳥
取
に

対
す
る
郷
土
愛
の
醸
成
に

つ
な
が
る
教
育
を
進
め
て

い
る
。
本
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
人
物
を
ま
と
め
た
郷

土
資
料
を
各
学
校
へ
２
部

か
ら
５
部
ず
つ
配
布
し
、

そ
の
資
料
を
活
用
し
た
道

徳
の
授
業
を
展
開
し
て

い
る
。
ま
た
、
佐
治
町
の

中
山
間
地
ふ
る
さ
と
体
験

事
業
や
、
地
域
社
会
の
中

で
の
職
場
体
験
等
、
よ
り

地
域
の
こ
と
を
身
を
も
っ

て
体
験
す
る
学
習
を
展
開

し
て
い
る
。
今
後
も
、
各

学
校
で
体
験
活
動
や
教
科

学
習
等
に
よ
り
、
郷
土
を

大
切
に
思
い
、
夢
や
希
望

を
育
む
教
育
活
動
を
通
し

て
、
ふ
る
さ
と
を
思
い
、

志
を
も
つ
子
の
育
成
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

加
嶋
　
辰
史
（
開
政
）

知
育
、
体
育
だ
け
で
な
く
、

徳
を
啓
（
ひ
ら
）く
が
鳥
取
市

問 

市
民
所
得
の
向
上
に

は
全
産
業
に
お
い
て
生
産

性
の
向
上
が
必
要
で
あ

る
。
地
域
内
で
経
済
を
循

環
さ
せ
る
仕
組
み
や
有
効

な
支
援
制
度
、
そ
し
て
事

業
評
価
を
客
観
的
に
数
値

で
捉
え
る
ツ
ー
ル
で
あ
る

「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
リ
ー
サ

ス
）」
の
活
用
が
重
要
と

考
え
る
が
、
本
市
の
認
識

を
尋
ね
る
。
ま
た
、
デ
ー

タ
の
意
味
を
分
析
・
考
察

し
て
施
策
立
案
で
き
る
人

材
の
確
保
や
育
成
、
職
場

の
体
制
な
ど
を
行
政
の
中

で
整
え
て
行
く
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ

で
は
、
全
て
の
産
業
別
の

付
加
価
値
額
や
労
働
生
産

性
を
初
め
、
一
つ
の
産
業

が
他
の
産
業
に
与
え
る
影

響
度
や
、
観
光
、
農
林
水

産
業
に
特
化
し
た
分
析
も

可
能
だ
が
、
分
析
結
果
の

項
目
に
よ
っ
て
は
、
最
新

デ
ー
タ
が
２
０
１
３
年
と

な
っ
て
い
る
な
ど
、
デ
ー

タ
表
示
時
期
に
差
が
あ

る
。
今
後
、
経
済
成
長
プ

ラ
ン
の
施
策
の
見
直
し
に

は
、
こ
う
し
た
デ
ー
タ
の

特
性
も
十
分
に
把
握
し
た

上
で
活
用
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、
デ
ー
タ
収
集
・

分
析
の
た
め
の
専
門
的
な

知
識
や
技
術
の
習
得
・
蓄

積
は
、
全
て
の
部
署
・
職

員
に
必
要
な
資
質
で
あ

り
、
職
場
体
制
は
今
後
の

研
究
課
題
と
な
る
が
、
引

き
続
き
地
元
大
学
や
シ
ン

ク
タ
ン
ク
な
ど
も
活
用
し
、

あ
ら
ゆ
る
手
法
で
デ
ー
タ

収
集
・
分
析
を
行
い
な
が

ら
、
個
々
の
職
員
、
ま
た

組
織
と
し
て
、
デ
ー
タ
分

析
か
ら
政
策
立
案
ま
で
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

吉
野
　
恭
介
（
会
派
新
生
）

市
民
所
得
の

向
上
策
に
つ
い
て

　本市議会では、７月は市内３カ所の高校で、「議会報告会・意見交換会」を開催し、６月定例会号（９
月１日発行）において、その結果をお伝えしました。
　10月24日（木）に鳥取商業高等学校、11月15日（金）に鳥取盲学校においても「議会報告会・意見
交換会」開催し、現在、全５校のアンケート結果の集計等を行っております。
　12月定例会号（令和２年３月１日発行）では、鳥取商業高等学校及び鳥取盲学校の
結果報告と今年度の「議会報告会・意見交換会」のまとめを掲載する予定です。なお、
鳥取市議会公式ホームページでは、開催結果を順次更新しております。

令和元年度　鳥取市議会
議会報告会・意見交換会の結果報告について

中山間地域ふるさと体験事業における
「魚のつかみ取り体験」の様子

（開催結果はこちらからご覧いただけます。↑）
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　新庁舎議場案内

　

10
月
１
日
、
鳥
取
市
新
本
庁
舎
が
完
成

し
、
市
議
会
が
開
催
さ
れ
る
議
場
も
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
議
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
し
い
議
場
の
変
わ
っ
た
ポ

イ
ン
ト
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

傍聴のご案内
　本市議会の本会議、委員会は公開されており、
市民をはじめすべての人が傍聴できます。傍聴
は市議会活動に触れる最も身近な方法であり、市
議会議員の活動や市政の方針などを実地に見聞
することができます。本会議の傍聴席は市役所
本庁舎７階にあり、一般傍聴席47席、親子傍聴席
２席、車イススペース４席をご用意しておりま
す。
　傍聴に関する詳細はこちら➡

 
新
庁
舎
議
場
案
内

ここが変わった 新議場　①

　このモニターには、一般質問などの発言残時間のほかに、
議員の賛否が映し出される予定です。
　傍聴に来られている皆さんにも、誰が賛成・反対している
かがはっきりとわかるようになります。

正面・左上に大きなモニターが設置されました！

ここが変わった 新議場　②
傍聴席が低い位置になり、より近い視点から傍聴
できるようになりました！

ここが変わった 新議場　③

　外に音が漏れない部屋となっており、お子さんと一緒に
気兼ねなく傍聴できます。

親子傍聴席を完備！

ここが変わった 新議場　④
バリアフリーのゆったりとした傍聴スペース！
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（会期：令和元年９月２日～10月４日）

賛否状況

議決結果

会派新生 未来ネット 公明党 日本共産党 開政 無所属

魚
﨑
　
　
勇

横
山
　
　
明

西
村
紳
一
郎

岡
田
　
信
俊

寺
坂
　
寛
夫

砂
田
　
典
男

山
田
　
延
孝

上
杉
　
栄
一

勝
田
　
鮮
二

米
村
　
京
子

椋
田
　
昇
一

秋
山
　
智
博

長
坂
　
則
翁

上
田
　
孝
春

浅
野
　
博
文

前
田
　
伸
一

石
田
憲
太
郎

平
野
真
理
子

田
村
　
繁
已

金
田
　
靖
典

荻
野
　
正
己

岩
永
　
安
子

伊
藤
　
幾
子

加
嶋
　
辰
史

吉
田
　
博
幸

足
立
　
考
史

太
田
　
　
緣

〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 × 原案可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 × 認　　定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 原案可決及び認定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 原案可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 原案可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 原案可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 原案可決

× × × × × × 議
長 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 不 採 択

× × × × × × 議
長 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 不 採 択

※議決結果の詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。 � 賛成…〇　反対…×

請願・陳情の
詳細はこちら
から➡

詳しい議決結果と
過去の議決結果は
こちらから➡

議案番号 案　　件　　名

＜市長提出議案＞

145 専決処分事項の報告及び承認について

146 鳥取市教育委員会委員の任命について

147 鳥取市公平委員会委員の選任について

148～152 人権擁護委員候補者の推薦について

153 和解について

＜議員提出議案＞

7 決算審査特別委員会の設置について

8 鳥取市議会会議規則の一部改正について

9 太陽光発電の適切な導入に向けた制度設計と運用を求める意見書の
提出について

＜委員会提出議案＞

4 ハンセン病元患者家族に対する救済を求める意見書の提出について

採択となったもの

ハンセン病元患者家族に対する救済を求める意見
書の提出を求める陳情（令和元年陳情第6号）
（理由）趣旨が妥当と認められるため

取り下げ承認となったもの

鳥取市教育委員会認定フリースクールへの助成に
ついての陳情（令和元年陳情第11号）

－陳情審査結果－
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（会期：令和元年９月２日～10月４日）

議
案
番
号

案　　件　　名 加
藤
　
茂
樹

朝
野
　
和
隆

雲
坂
　
　
衛

吉
野
　
恭
介

星
見
　
健
蔵

＜市長提出議案＞

120 令和元年度鳥取市一般会計補正予算（第2号） 〇 〇 〇 〇 〇

124 平成30年度鳥取市歳入歳出各会計決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇

125 平成30年度鳥取市水道事業剰余金処分及び決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇

129 鳥取市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇

130 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇

131 新本庁舎の整備に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇

138 鳥取市水道事業給水条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇

＜請願＞

1
後期高齢者の医療費窓口負担の「原則１割」の継続を求める請願
（理由）今後、少子高齢化がさらに進む我が国における医療保険制度の持続性の観点から、窓口負担１割
の継続は難しいものと考えるため

× × × × ×

3 公契約条例の制定による適正賃金・労働条件の確保と地域経済の振興を求める請願
（理由）公契約法によって国が対応されるべき問題であると考えるため × × × × ×

　令和元年９月定例会の審議結果

議案番号 案　　件　　名

＜市長提出議案＞

121 令和元年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会計補正予算（第1号）

122 令和元年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第2号）

123 令和元年度鳥取市温泉事業費特別会計補正予算（第1号）

126 平成30年度鳥取市工業用水道事業決算認定について

127 平成30年度鳥取市下水道等事業決算認定について

128 平成30年度鳥取市病院事業決算認定について

132 鳥取市庁舎整備専門家委員会条例の廃止について

133 鳥取市個人情報保護条例の一部改正について

134 鳥取市総合福祉センターの設置及び管理に関する条例及び鳥取市老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部改正について

135 鳥取市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について

136 鳥取市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について

137 鳥取市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について

139 特別功労表彰者の決定について

140 鳥取市過疎地域自立促進計画の変更について

141 財産の無償貸付けについて

142 工事請負契約の締結について

143 工事請負契約の変更について

144 工事請負契約の変更について

◆全会一致で可決、承認、同意したもの

◆賛否のわかれたもの
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報告・ご案内　

発
行

日
／

令
和

元
年

（
2

019
年

）
12月

１
日

　
編

集
発

行
／

鳥
取

市
議

会
　

　
　

　
　

　
　

　
〒

6
8

0
-8

5
71　

鳥
取

市
幸

町
71番

地
　

☎
（

0
8

5
7

）
2

2－
8111（

代
）

　
FA

X
 3

2－
2170

　「私、生まれも育ちも葛
かつ
飾
しか
柴
しば

又
また
・・人呼んで“フーテンの寅”
と発します」の口上で始まる映
画「男はつらいよ」の主人公、渥

美清さん演じる“寅さん”の生き様が、私は大好きです。
繰り返しテレビ放映され、パターンは同じながら、つい
つい毎回みてしまう。シリーズ44作目は、鳥取が舞台
でもあり、よりこの映画のとりこになりました。その
魅力は何か。制作時の時代背景、人と人の絆、家族愛、
人情味ある言葉、生活のぬくもり等々が画面から伝わ
り、よく涙腺が緩みます。10月１日、市制130周年・
新本庁舎完成記念式典に一議員として出席し、“寅”さ
ん映画のような魅力ある“ふるさと鳥取”にしたいと
思いを新たにしました。
　現在、議会広報委員会では、ホームページのリニュー
アルや市議会だよりの表紙、SNSでの情報発信につい
て議論を重ねております。今後も、市民の皆さんへよ
り多くの議会の情報を届けられるよう、努力していき
たいと思います。� （委員　荻野　正己）
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※
本
会
議
は
い
な
ば
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ネ
ッ
ト
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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令
和
元
年
８
月
22
日
、
境

港
市
の
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な
と

タ
ワ
ー
に
て
、
鳥
取
県
四
市
議

会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

四
市
76
名
の
議
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
大
津
市
議
会
事
務
局

次
長
の
清
水
克
士
氏
の
「
二
元

代
表
制
を
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
～
議
会
の
防
災
対
応
～
」
の

講
演
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

清
水
氏
か
ら
は
、
災
害
時
の

「
議
会
の
役
割
・
責
任
」
や
、

大
津
市
議
会
を
例
と
し
た
「
議

会
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
業
務
継
続
計
画
）」

や
「
災
害
対
策
基
本
条
例
」

に
つ
い
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
、
災
害
時
に
お
け

る
議
会
の
あ
り
方
を
考
え
て
い

く
に
当
た
り
、
大
変
有
意
義
な

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
日
こ
こ
に
、
市
制
施
行
１
３
０
周
年
・

新
本
庁
舎
完
成
記
念
式
典
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
す
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
日
に
、
長
年
に
わ
た
る

鳥
取
市
政
への
ご
功
績
に
よ
り
、
市
政
功
労

表
彰
、
特
別
功
労
表
彰
を
お
受
け
に
な
り

ま
し
た
皆
様
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
仕
事
に
精

励
さ
れ
、
社
会
の
発
展
と
市
民
の
安
全
の
た

め
献
身
的
に
寄
与
さ
れ
叙
勲
・
褒
章
の
栄

に
浴
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

長
年
の
ご
労
苦
に
対
し
ま
し
て
、
深
く

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
鳥
取
市
は
、
明
治
22
年
の
市
制

施
行
以
来
、昭
和
28
年
の
昭
和
の
大
合
併
、

平
成
16
年
の
平
成
の
大
合
併
、
そ
し
て
平

成
22
年
に
は
近
隣
の
自
治
体
と
「
鳥
取
・

因
幡
定
住
自
立
圏
」
を
形
成
し
、
近
隣
自

治
体
と
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
活
力
の
創
出

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
４
月
に
は
「
中
核
市
」

と
な
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
は

も
と
よ
り
、
因
幡
・
但
馬
麒
麟
の
ま
ち
圏

域
の
連
携
中
枢
都
市
と
し
て
、
山
陰
東
部

圏
域
全
体
の
経
済
成
長
の
牽
引
や
都
市
機

能
の
集
積
な
ど
の
役
割
を
担
い
、
本
市
だ
け

で
な
く
、
圏
域
全
体
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
重
要
な
役
割
を
担
い
、
市

民
の
大
き
な
期
待
に
応
え
る
た
め
の
新
本

庁
舎
が
、
こ
こ
に
完
成
し
、「
いつ
ま
で
も
暮

ら
し
た
い
、
誰
も
が
暮
ら
し
た
く
な
る
、
自

四市議会議員研修の様子

信
と
誇
り・夢
と
希
望
に
満
ち
た
鳥
取
市
」

の
実
現
に
向
け
て
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
邁
進
す
る
体
制
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
本
市
の
発
展
は
、
誠
実
で
新
し

い
こ
と
や
困
難
な
こ
と
に
果
敢
に
粘
り
強
く

挑
戦
す
る
気
質
と
英
知
に
溢
れ
た
先
人
た
ち

の
絶
え
ざ
る
努
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
先
人
た
ち
が
育

ん
で
き
た
歴
史
や
伝
統
を
し
っ
か
り
と
受
け

継
ぎ
、
厳
し
い
時
代
に
あ
っ
て
も
、
夢
が
あ

り
未
来
へ
続
く
鳥
取
市
の
た
め
、
更
な
る
努

力
を
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

人
口
減
少
・
雇
用
対
策
は
も
と
よ
り
、

教
育
や
福
祉
対
策
、
ま
ち
づ
く
り
、
防
災

な
ど
、
本
市
を
取
り
巻
く
課
題
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。
市
議
会
で
は
、
市
政
や

議
会
に
対
す
る
皆
様
の
率
直
な
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
課
題
を
見
据
え
、
市
民
の

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、「
未
来
へ
続
く
鳥
取

市
」
の
た
め
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

終
わ
り
に
あ
た
り
、
本
日
ご
列
席
の
皆
様

の
益
々
の
ご
活
躍

と
ご
健
勝
を
心
よ

り
祈
念
申
し
上

げ
、
あ
わ
せ
て
鳥

取
市
政
の
継
続

的
な
発
展
と
、

市
民
生
活
の
繁

栄
を
祈
願
し
、

お
祝
い
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

祝辞を述べる山田議長

鳥
取
市
制
施
行
１
３
０
周
年
・

　
新
本
庁
舎
完
成
記
念
式
典　
祝
辞
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鳥
取
市
議
会
議
長　
山
田　
延
孝

令
和
元
年
10
月
１
日
（
火
）


